



































0 0 0 0 0 0 0 0 0
を暴き出すこと





















































































































































0 0 0 0 0
〔perfectibilité〕と呼ばれてきたであろうものの手順
である。さて、この「真理」の改善可能性




















































































0 0 0 0 0 0 0
」身を置くとき、どこに身を置
いているのか、そして、われわれは「真理の諸限界に










































0 0 0 0 0 0 0 0 0
、かつ真理の外側にすでに















































0 0 0 0 0
思考し、思
考されるよう強いられている。「芸術」と「正義」は真理に、その様態の〈別の仕方


























































































































































































0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
、真理に残るものは何だ































































0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
、全体性は絶対的に真理を表出
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
するのだが
0 0 0 0 0
、全体性において真理が十全かつ完全に我有化されるとき
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
、真理には何
0 0 0 0 0
が残るのだろうか
0 0 0 0 0 0 0 0
。
　主観と客観
0 0 0 0 0
、善と悪、真と偽
0 0 0 0 0 0
、正しきものと不正なるものの和解かつ我有化とし
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
て真理が十全に定義されるとき
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
、真理には何が残るのだろうか




















































































0 0 0 0
のである。
　それゆえに我々が批判の新たな様態


















































0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
、ないし私はいかに行為することが可能か





0 0 0 0 0 0 0
とが可能か



















































































































0 0 0 0 0 0 0 0 0 0











































































































































0 0 0 0 0
と不正なるもの












































0 0 0 0 0 0 0 0 0
」は、その単なる反対物である誤謬ないし非
真理へと沈み込むことではない。それ〔「真理とは別の仕方で
0 0 0 0 0 0 0 0 0
」〕は真理の否定ない
し否認ではない。この「真理とは別の仕方で















0 0 0 0
別の仕方で









0 0 0 0
別の仕方で


















0 0 0 0 0 0 0 0
真理は正義を前提する
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
/真理は正義を前提とする芸術を前提する
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
〔la vérité suppose 
l’art suppose la justice〕。〔それは〕脱構築主義者の言い回しに内在する一種の約束
であり、その約束を真理が奪取することがおそらくは可能である








0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
。この約束は我々をどこへ
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
、どの方向へ導きうる






0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
、真理の他なるものによって
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
、正義の観念によって要
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
請されたある約束は何を意味しうるのか














































































0 0 0 0 0
べく
0 0
〔toujours à venir〕してなのである。ここでは、芸術および正義にとってと
同様に真理にとって来たるべき同じものが問題なのであろうか。すべて未来の哲学
の仕事は、いかなる点において、そしてなぜ、芸術と正義によって前提された真理
の来たるべき未来〔l’à-venir〕が芸術および正義それら自体の来たるべき未来と異
なるのかを明らかにしなければならない。たぶんそこに、今日の哲学的言説のため
のもう一つの方向付けの可能性が宿っているのではないだろうか16。
	 Joseph	Cohen	et	Raphael	Zagury-Orly,	
	 «	Lorsque	la	philosophie	est	orientée	autrement.
	 La	vérité	suppose	l’art	suppose	la	justice	».
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16	 ここで『法の力』における「たぶん」および正義の「来たるべき未来」についての数頁
を参照しよう（Force de loi,	pp.	60	sq.〔『法の力』、70-71頁〕）。
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